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   国立天文台・天文情報センター・アーカイブ室 中桐正夫 

 

＊ 昭和 27 年版東京天文台「見学の栞」発見 

アーカイブ室新聞 250 号（2009 年 11 月 12 日発行）に昭和 24 年 3 月 1日発行の東京天文

台の「見学の栞」についての記事を書いた。そして、その 10 ヶ月ほど前のアーカイブ室新

聞 123 号（2009 年 1 月 27 日発行）に昭和 26 年 4 月 1 日発行の東京天文台の「見学の栞」

を発見した記事を書いた。 

昭和 24 年 3 月 1 日発行の見学の栞が第 3 版、昭和 26 年 4 月 1 日発行のものが第 5 版と

なっていた。これらは東京天文台職員組合が発行したもので代表者として関口直甫氏の名

前があった。そこで関口氏に第 1版、第 2版、第 4版などをお持ちではないかと尋ねたが、

新しいものが出るたびに古いものは捨てたそうでお持ちではなかった。この版の番号から

見て昭和 25 年に第 4版が出ていることがうかがえる。今回、入手した昭和 27 年 11 月 1 日

発行の東京天文台の発行の「見学の栞」は第 4版改訂版（写真１）となっている。 

         

             写真 1 発行年月日 

この昭和 27 年 11 月 1 日の見学の栞が発行された際、すでに第 5 版が発行されていたの

に、第 4 版の改訂版というのは不思議である。その時、すでに第 5 版は東京天文台の誰の

手にもなかったのかもしれない。第 3 版、第 5 版がガリ版刷りだから、第 5 版まではガリ

版刷りだったと思われた、関口氏によると第 2版までは手製のものだったそうである。第 4

版の改訂版の昭和 27 年 11 月 1 日発行のものは活版印刷になっている。関口氏の手紙では、

関口氏が天文台に入ったのは昭和 23 年 4 月 1日で、第 3版はそれまでの手製の「見学の栞」

をそのまま原稿にして、高円寺にいたガリ版の専門職人に依頼してガリ版の「見学の栞」

を製作したそうである。この昭和 27 年 11 月 1 日発行の第 4 版改訂版は、アーカイブスシ

ンポジウムに参加された「渋谷星の会」の小川誠治氏が古本屋で入手されたもので、それ

をお借りしてスキャナーで取り込んだ。 



表紙（写真 2）は 65cm 望遠鏡ドームのスリットに登って塔望遠鏡の方を撮影したカラー

写真である。昭和 27 年にカラー写真があり、カラー印刷されていることに先ず驚いた。 

      

        写真 2 昭和 27 年 11 月 1 日発行の「見学の栞」の表紙 

この東京天文台職員組合発行の「見学の栞」が何時まで続いたのか確かなことは知らな

いが、筆者が昭和 41 年に三鷹に来た頃にも、組合発行の「見学の栞」があったことを記憶

している。現在は天文情報センターが見学の窓口になっているが、筆者の知っている見学

は、毎週金曜日の午後、正門前に集合した見学者を庶務の方が案内していたように記憶し

ている。天文台は昔から見学の対象であり、何かしら夢の膨らむような存在だったようで

ある。これらの 60 年も前の「見学の栞」に比べると、現在の見学ガイドは施設の紹介ばか

りで、その施設を使って行っていた天文学の解説がないように思う。せっかくだから昭和

27 年 11 月 1 日発行の「見学の栞」を紹介する。 



  

 

 



 

 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 


